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私の洋行は期聞が短かかったので見たととろも少い上IC，膝行の話は度々御聴きに友っ

たで・せうから，御興味は少いと思ひます。行きがけには私は印度洋を廻りまして Napoli

k上陸し，伊太利を縦走して濁逸に参りましたe それまで曹患に閉する乙とは抜きにしま

した。只だ Singぇporeで川口君を訪問致しました。川口君のゐる LSingapore日本人病院1

といふと，日本で・云へば先づ小市の公立病院位で，患者は主に支那人です。手術室の設備

も出来て居まして，手術は可成り多いそうです。岡地には英国人が多いのですが，本賞の

金持は支那人で・すから，排日騒ぎさへなければ病院の経替は容易な鐸で・す。共底はどうい

ふ開係かは知りませんが，骨及開節の結核が多いといふ事で，その他の病気については異

った話を聞きませんでした。

次に伊太利の到る所で蹟者，倭人，拘偉が多いのが眼につきました。之は日本人の如〈恥

づかしがる事友〈外出するから目立つのかも知れませんが，調悌固にも津山あった様に思

ひます。

'.¥1tinc:henで Le:rei・の教室を訪問しました。 I却の・は所謂昔の川ssereMe<lizinの大家

で内臓の手術はあまり行はや，四肢のや整形的手術などが多い様です。男子の兎唇IC顕諒

有髪部の皮膚有璽耕を移植したり，陳蕎股開節脱日を観血的に整復したりするのを見まし

たが，教授自身の静かにムダの無い手の運びにも，助手の機敏な介助振りにも感心しまし

た。認に一言したいと思ふ事は，だれが手術がうまいとか下手主主とかいふ判断は翻るたび

にちがふ事があり得る事です。蓮い話が閉じ頃に他の人がLexerの手術を見た話では，何だ

かコ・テプテ してゐて甚だ見治とりがしたとの事でした。乙れは行〈先き先きで出曾ふ放行

者と談しでもよ〈ある事です。滞京駅聞が知いといふのが原因で，時には全OE反封の判

断が得られるといふ賀例です。此底の手術室の構造や室内の気分は丁度京大外科の手術室

のやうな感じを輿へられ，臨床講義もよ〈似てゐます。

毛穴IC Orthopaedieの Lαngeの教室を見ました。老 L(t119eICは曾ヘデに甥の /l!c1.r

J,anクrに曾ひ丁寧友る言葉を得たのですが， 老 Lαngeは甥に突の事項をよくきいて置い

て央れとの乙とでしたOL日本の子供ICKyphoseは多くはないか。女t乙廟:i］三足は多くはな
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いか寸と。そとで私は J帝人には確に屑卒足は多い， 子供には Kyphoseが多いかも知れ

ぬ寸と容へました。なぜとんなととをき〈のかと思ひましたら，彼がL西洋人は子供を脊に

たはやに前iて抱く，その具合で敵訓・｜の小児に Skolyoseが多〈，日本人には Kyhoseが多

い。敵討・1・1人は靴を穿くから Halluxvalgusが多く，日本の女は下駄をは〈から西洋人に比

ぺて扇卒足が多い1 と理論づけたいためのやうでした。此教室で取扱ふ患者は古い純整形

的のものばかりで，新しい骨折などは扱はや， Mobilisation kは L...，.ツサーデjを主とし

機械運動の装置は僅にこっ三つ位です。 Lギプス1 縫帯は下に綿を敷かす写に直接にやって

居まず4 とれは敵米を通じてそうして居ます。

Miinchen の病理事教室は世界ーであるとの事です。設備は成る程立波ですが研究は飴

り行はれて居ません。猫 Miinchenの小児科にはそれに附属した外科があります。そとに

手腕ある外科皐者｛五式の Professorではなく）が居ることを自慢して居ますが，行るのは

精々持頓LへJレニア寸の手術位だそうです。

それから Berlin に入り此底を中心としてあちとちと歩きました。 Berlin では Bier,

Sαuerbruch, Jlliihwm, Brα削， Heymαnn,Borchardt 'It.どを訪ねました。

Bier は御承知の様に調逸外科の大御所ですが，共の教室は全鴨が下り坂の感を輿へま

した。教授自身は元気はよいが，瞥員接生．に緊張味が献けてゐるやうです。 S日＇tterb1・uchの

教室が緊張してゐるから飴計K目立つたのかも知れません。 Bie1・ のととろで二つの試験

的開腹術，結按性淋巴腺炎，腹壁痩：，しへJレニア1食道狭窄症（貫際は甲欣腺迷入部の座

迫）等の手術を見ました。鼻から食道上部に通じた金属Lカテーテノレ寸を1i頭部へ引き出す

手際などは慣れたものです。陳蕎た肉芽を掻JRlする際大きな焼灼器を用ひたり，大抵の開

腹創をいimartL閉ぢ主主いで一部 offenにするのは何とな〈奮式の様に感じました。

Prof. Iieymannの底では脳宝のしプ ンク チ才ン寸を三つ見ただけで，手術のある時通知

して〈れる筈であったのに肱行したためそのま Lとなりました。

JI. Boi叫αrrltは元気に，そして丁寧にやってゐました。訪問者を親切に1歓迎します，廻

診をやるからとて患者をー人一人紹介し，自家考案の板製の伸展装置友払琉明してくれま

した。之は Berlin大壌の第3外科とたってゐても臨床が主であると思はれます，堅生も

少〈研究も少いのであります。 Vircho¥v-Krankenhausの J]fiih8rtmは， Zentralblatt主幹の

Geheim-Rat F01叫 a1'd と一緒に日本人曾まで出かけて来て私の活動窮震を見てくれまし

た。一度遊びに来いとの事でしたから石山，津井雨博士等と前以て電話で知らせて置いて

行きましたら，患者を集めて置いて手術して見せてくれました〔移動性首臨，字L癌（電気手

術器使用）共他〕。此病院は昔は有名なものであったそうですが，今は緊張味があるとも思

へません。病合の具合は大費日本と似てゐて東京，京都などの帝大病院は全く此真似をし
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たので・せう。

品uerbruchのととろでは曹師，看護婦， 1J、使まで緊張してヱ揚へ入ったゃうた感じで

す。 L一々言ふのは商倒だから書いてあるから見よ！寸と言ったやうに色々掲示が出てゐま

す。中を見てゐると面白い。丁度消毒しである機械のととろにでも行くと，看護婦が怒鳴

りつける！ 濁逸の各地からのほか，墳，伊からも参親者が多い。人の出入りが多いから

盗難も従って頻々とある，私も一回やられました。所で盗難に針しては品uのかuch自身

の手で・L所持品K各自が気をつけるべし。どんたにたっても首方では責任を持たぬ寸と大書

しである位の勢です。 SαuerlYruch 共人は御天気の具合で訪問者をうるさがったり親切

であったりするが，教室員には非常に厳格である。共やる事は手術でも何でも芝居がかり

で是れ見よがしの大仕掛であるが，努力する穀に於ても非常友精力を以てする。手術の種

類も多（ , l¥faterialも多〈，中でも最も多いのはは甲欣腺のもの（之はその前IZ:宿題報告

をやった），敢に於てはとれに弐いで開腹術でありますが，胸部の手術は流石K世界で一番

多いでせう。 Thorakoplastikはほんとうにはやいのです。そのために肋膜も切り，それよ

り infizierenずる乙ともよ〈あるそうです。此手術創は’o品nにして Drainage をする。

Lパラフイン1 充堤術も屡々やって居るが之も度々 infizieren し，中の Lパラフイン寸も

Fremdekorper となり，そのために駄目になるとともあるが，とれに就ては彼は何も言は

や。横隔膜1[f~I経を切るととはあまりやらたい， Lungenabscess を切開するのは屡々見た。

Fremdkorpョrのものは見友い。丁度省、が滞在中に Oesophagus-dir巴rtikelがうまくとれた

とのととであったが，生憎私は休んだので、それを見ませんでした。

噴門部の痛に劉・し，下で横隔膜を開き，噴門を剥離して置く強備手術を行ったが，その

際異歴装置を始めと終りとだけに佼ふて，非常に静かにやれる事が得意のやうでした。

私が平時間胸術に依る肺結按手術の祈動馬民を日本から持って行きましたのは此の Prof.

81111crl1r附hk見せるが主m~でありました。此の1i~J式は日本の製界でも討論され，その際討

論の主旨は手術後の感染化膿や後出血友どが来るから雛かしいといふので，どうも Sauer-

brnchの本l亡問てゐるのと似てゐるやうに思ふ。それで・供賢の際，彼も亦同じ事を主とし

て議論するだらうと喚問して居ましたが，彼は一語もそん友事を言ひませんでした。彼は

一番初めにL何故に Pneumolyseをするのか ？Iと問問しました。その意味はL自分のThora-

koplastikがあるのに何でか Lるものをするか ？I といふつもりであったらしいのです，そ

れから順を追うてまじめIZ:熱心に一々の操作，手術後の経過，死亡率左；どを聞き，最後に

治療臼敢について聞きましたからしはやい昨は数週，教ぅ月，たそきは字年以上1 と答へ

ましたら， L自分の方法では 2週で退院させる事が出来る。それをやったらどうか？ 寸友ど

とたづねた。品川』か附ん は大関貫に倣慢友男で，日本の術大教授にでも気が向かねば一向
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lこ曾は主主い。共他の米， f弗，伊園人或は調逸の外科製者にでも時には門前梯ひを喰はす位

の人ですが，此映奮が彼の縄張りの事であったからでもありませうか，非常に熱心に事者

的IC見て居たととは感心すべき事だと思ひます。此供覧に際しでは石山博士が非常に熱心

に御援助下さった事を感謝致して居ます。（ゐlauerbruch教授使用の」パヨ 71ン寸供覧）。

ヨたに蔵行をはじめまして， Halleの Volkerを訪問し，次に Frankfurtam Mainの ι

Schmiedenの鹿を見ました。此庵は金のか Lった大塵で・建物も立汲です。そこでは横隔膜

紳経に熱湯を浴せて居ました，一時的に機能を下げるつもりでせう。膳石手術後に大きた

Lタンポン＇， L ドレーン寸を持入し，下肢の切断に電気燃灼器を用ひて居ました。とんな事

は首肯出来ない気がしました。 Schmiedenは若くて温厚な人で品uerbruchのやうに首L暴

でありませんしそして貨に丁寧です。僚理整然たる臨床講義をして居ます。教室員も緊

張して居ます。 Heidelbergの Enderlenの患では大きな手術が行はれてゐる。 ζの人は

手術をーっすませるとこっ目からは椅子にかけなければ友らぬ程の大年寄ですが，手を運

かすととろはすとぶる物凄い位な元気です。然し敬呈はととも幾分夕、、レてゐるやうで，前

述 Biel'の教室のやうに研究的態度が乏しいやうに感じました。

Ti.iuingenの J{ir schncrのととろは山奥で，京都近傍で言へば丁庄市高知山の様で， n車

も度々乗り換へねば行けぬ限定E不使な小さい町ですが，大きい大＇~~があるのです。研穆lζ

熱心主主調逸の謬生は教授を慕うて此片田舎に集まり，而も朝はや〈（午前の7時）から講義

があるのに講堂に一杯集ってゐるといふ航態です。 Kirschnerは種々新らしい事を考案し

てゐます。色々注装置，手術術式，麻酔法等とたぎ次空K新機軸を出して居ます（Avertinの

静脈注射，特殊考案の高位腰髄麻酔法， 病床附伸展数百その他）。彼自身も勿論偉いが，

調逸の他の製者や事生が自分の固の誇るべき人として皆が彼を支持し援助して居る事は誠

に美しい事で，園全轄として事聞の進歩する所以であると思びます。

猫，喚，t百j地方から障りに Bresl2uで・ KiittneハForster を訪問し，悌，英膝行の蹄りに

Kolnで Haberer教授を訪問いたしました。調逸全腫を遁じて，今申した品韓国一致といふ

風が躍って居ます。それについて，も一つ目立つと思う事はとれ等の大家は寅際手術は上

手‘です。事問上，手術の上手下手など云うべきではありませんが，賞際上手です。然るに

若い人主主は非常に下手で、あります。同じ年配の日本人に比しますればたしかに下手だと思

びます。そうすると今日大家に及って居る人も青IJはあんf主であったかと考へると，畢覚そ

こに材料の塑；r~； さが開係あるものと思はれる。 Poliklinik は助教授，講師などがする。教

授はただ臨康講義をするのみである。それで・も患者は多〈集まる。それは日本tて較べると

:'.fnに患者の常識が正：iくて外科手術を理解して居る程度が違ふが，第2IC一般醤家が他の

出家を理解して，いつまでも自分の領分でないJ患者を引きつけて日たり，他人の手腕を傷
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つけたりし注いで，上手の人のととろへ皆もってゆ〈。例へば唯我濁曾の品'llのかueliの

教室を牛耳って居る .Ni.sseitでも，自分の先生は別として， Ende？伽zをL手術の紳様.， 1で

とほめて居る。かくして全韓の皆撃が進歩して行くわけで・あり，大家の所へ材料が集まる，

それで・上手に友る所以だと思ひます。

それから Wien,Budapestへ！

Wienでは，烏潟先生から承はって居ましたので，外傷病院へ行きました。骨折が津山

集まって居ますが，骨片がハラパラになったのでも blutige Op、rationで友〈茜式の伸展

裳置だけを用ひ，買に立減に治癒させて居る。治療の前後の X 棋潟震を比べてみると，

他l亡仕掛けがありはしないかと思はれる位上手についでゐる。之はどういふ風に説明すれ

ばよいか。勿論醤師の技揃，看護婦の注意等にもよるが．向ふの患者は醤師の命令をよ〈

守るといふ事も開係すると思ふ。一旦命ぜられた Lageを忠貨に貫岡自に守って半抱して

居る事は感心で・あります。ととでも」ギプス1繍借は下IC綿を首てす＝に直接に巻いてゐる。

Lギプス1材料は Berlinでも使って居る Lohmann（松本博士から聞きました）のLギプス寸に

似て居ます。此庭の主任は若いし元気で・あるが，貨になれた人らしく，丁度私が行ってゐ

る時，顧骨弓の骨折の整復を見せてもらったが，甚だ迅速，弓の上部ICJodtinkを一滴つ

けそとから曲った骨鈎のやうなものをさし込み，集合をかけるとカタツとはまって忽ち整

復しました。之も教でうまく友ったのだと思ふ。 Wienの大棋の Eisersbel'グが退職したば

かりの際で，共留守部長たる Breitnerは， 日本に捕鴎と友って居たらしい噂がありまし

たが質は露西亜IC捕鴎となってそとから日本に来てゐた人で，日本に好感をもち，日本人

を敵迎してくれる。首時同地に居られた荻生助手土侵の紹介で明日手術を見せて聞きたいと

電話をかけたら，向ふから私の宿屋へ迎へに来てくれて恐縮しました。軍l亡障がlの者に親

切にしてくれるだけで友〈，他の科目の日本人をも般迎するそうです。

それから Budapestl'C行きました。とこでは休暇に入ってゐました。 Prof.Bakαyが」得

意なものがあるから見よ勺といふ。それは AntethorakaleOesophrgusplastik で， 24例中17

例成功してゐる。非常に立抵で，私の見た例は良性痕痕性食道狭窄症に針して行はれたも

ので・，前胸部の皮虜でこしらへた食道は，頚の食道部と，腹の胃虞の麗とへうまく連継し

て居てp 寸ツプ”の＊をのませて見ると，頭部下端の針の先のごとき部から僅かK一滴ほど

tHただけで，大部分は丁度蛇が蛙をのむやうによく遁って行くのです。

それから前述の様IC Breslau を経て一旦 Berlin にかへり， ヨたに Schweitzの Bern,

ZGiichへ行きました。之は申上げる事もありませんa 只 Bernの手術室，殺をの様子等が

京都大製の建築法と似てゐる。内の装置は電気，瓦斯，水道に新らしい工夫が用ひられて

ゐるそうですが，休暇でよく知った人が居泣いので，建物を通りねけて Kocher先生の1'l
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像を見ただけです。 Zurichの Clairmont教授は不在でした。

一般に Schweiz, Osferreich, Ungarnで‘は」日本人である事が羨ましい，我々の園は衰へ

たが日本はとれからだ「と，皆のものが言ふ。 Budapestでは汗が出るのに Bakαy教授が

話しかけるL何とか日本人と親密にたる法はないか，助手の交換はせ友いか？ ，などと言

うて居ました。

それから Franceに行きましたのは 9月の初めで矢張り休眠でした。何庭の大泉に行っ

ても教授はゐ友い。夫で Gosset，』lfal'ion等の教室で助手の人達が手術して居るのを見，

Bergeret民の個人の病院で同氏が胃痛，謄石症，しへルニア＇， t休巴臓炎など七つばかりつ

づけさまにやるのを見せて〈れた。 France で見たものは濁逸とは大援ととなる。小さ左

消毒鑑に器械と材料とを押し込んた・のを 2っと，潟震の現像時のしパット 1の如きものを準

備する，その他iとは何もない。醤的j2人，看護婦1人でしパット 1の上に敷布を損げ，僅か

ばかりの機岐をのせる。機械が足らない時は傍らの棚に並ぺである小高島生の筆入の如きも

のの中から 1組づっ出して来る。そのかんたんさに驚きました。手術も同様なかんたんさ

で，手洗も室の隅々に 1つある位で看護婦は手を消毒し君主い。此様IC簡略にやる結果，厳

重に無菌的にやれ友い事にたるので，軍に胃切除術だけを行ったものでも，腹壁は一部は

o仔enにしてLタンポン「を入れて居ます。然し，かくの如くかんたんにも手術の出来ると

いふ結は御参考k1'I.るかと思ふ。斯くかんたんにはやってゐるが，大切な鹿は注意深くや

ってゐる事は何鹿でも同じである。それから標本室に行きました。大蟹締盟IC整頓して並

べてある。そして吾々にもよ〈説明して呉れる。要するに，調逸の外科が日本のと非常に

似て居るのに反し， F1anceではすべてが簡略に行はれて居る。然し縫帯材料とし之棉花

の代りに紙を用ひるのは猫逸も悌蘭西も共通で，品物は丁度Lナプキ ン寸IC用ふる紙の如き

ものを深山かさねる，つかんでひきさくとうまくさける。但しとれは其時々の経費はやす

いが，結局どれ位やす〈つ〈かはわかりません。

9月20日に敵前｜を立って Americaにわたりました。 Americaから＊る報告には直ぐ何

千例といったやうに書いてありますから，多少宣停的友法螺があるかの如き印象を受けて

ゐましたので，一般に不員商自注事をやって居るのかと想像しましたが，行って見ると随

分真剣に着賞にやって居ます。 D仰のの榊経の手術などは，静かに，丁寧に，そして日

本人等よりより以上 aseptischです。面白いと思ったのは，手術衣をきると介助者が不潔

た手で脊中の紐をむずぶのはどとでも閉じととですが，一つ手術衣を着た上l乏，もう一つ

後から前へ逆にきる。とれは袖無しの陣羽織のやうなものです。それを術者が消毒した手

で自分でとめるのです。之はよろしいと思ふ。特に大手術で混雑の揚合などはよろしし、と

忠ひます。硝逸の δ！auerbrttcltなどの教室などでは見高信者にはやかまし〈云ふ癖に，二千4潔
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た術者背薗を卒気で機株華にふれたりしてゐるととと著しい針照ですe器械，材料の扱方

も亦丁寧です。 Pennsylvania大事の Frazier氏も同じ様な感じがしました。

New Yorkでは毎朝七時頃，その日に行ふ各病院の手術についてのしニユース寸が来ま

す。それを検ぺて見墜に行〈のですが私の滞在中l亡はどうも思はしい手術はありませんで

した。精々膝闘節の Meniscusの切除位のもので，あまり感心しませんでした。ととは金

はかけてあるもの L研究心は乏しいやうです。

他のととろの大阜で、は熱心で，研究室，手術室の様子も一般にまじめです。 Cushingの

教室は，小さく設備は不完全で，むしろきた友いととろで満足して大手術をやって居ます。

これはまた更に夏に慎重な態度で，脳室の腫蕩，小脳の腫蕩などをコツヨツ取り出してゐ

ます。電気手術器も使って居ます。

Mayo-Clinicは皆様の御容との遁り盛です。 Rochesterには毎朝手術しユユース「が出る

し， Chicagoの手術も毎日 Rochesterで、わかります。 Mayo-Clinicでは多い時Kは1臼に

50-60位手術がある。行って見ますと非常にまじめで，芝居じみた事はやりません。泊、毒

も十分です。報告の教がペラ棒に多いのですが，行ってみると或は字分位は本首かと思ひ

ます。 Rαnkinなどは 1人で午前中fC直腸癌を 6つもやった日がありました。猶序に附言

いたしますが，調逸人で此 Clinick専ー属して居る宗教家で B’ungeといふ人があります。

潤逸語で親切に案内してくれました。教哩隔てた細菌研究室までも自分の自動車でつれて

行ってくれます。

要するに，臨床的方面の外科では，敵米を遁じて，そん主主に締〈程日本と差はありませ

んが，一般のLレグエル「が高いので‘ぜう。また研究室で・の寅験といふのは案外やって居り

ません。日本の臨床教室の様に基礎醤接的の事までも津山やって居る鹿は少い様です。共

方面はそれぞれの専門の教室へ行って研究して居全す。 Charitを（Sauerbr-uchの教室）には

講師，助手たどに何か基礎醤製の専門的智識あるものを採用して居るそうですが，とれは

一つの面白いやり方だと思ひます。

調i畠では経情困難で，金については徹底的に疲弊して居りたがら．研究はあ くまで研究，

遊びはどこまでも遊・びといふ態度をとってゐます。コツコツとやる時は決して他を顧みな

い。全調逸銀行閉鎖の翌々日K“Zeppelin＂が北極へ飛びました，北極嫌鍛と全銀行閉鎖

とは別問題だといふ欣態です。街専門外の事ですが，私は此放行中に澗逸の銀行閉鎖、に過

ひ，ま？と Londonの EnglandBankが金の党換を禁止したのにも遭遇しました。共都度

肱行者は寄るとさわると皆経済の話をして居り，共講演曾なども各所で・聞かれたので、各園

の事情が可た り具韓的に耳に入りました。それを諒合して見ると，各聞とも熱心に，想像

以上lこ真剣IC，経済戦を損じてゐるやうに思はれます。遊んで居ると思うた仰同人は却つ
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て最も勤倹主主園民で，図家のためゑらどんゑ醜業もかまわないといふ態度です。金の鳴る

New York ですらたとへ金持でも地下室の才デンヤで書食をすますといふ態度です。普

遁のLレストーラント寸友どは霊友どガラアキです。如何に金をもってゐても闇家のため友

ら倹約するといふ態度です。日本へは遊ぶ方面と，働かぬ思想、とだけが轍入されで，それが

時勢だと栴せられて居ますが，散米ではすでに勤像力行の時代i亡怒って居るのではありま

すまいか。国境が遣いので‘呑気完工事ばかり言って騒いで・居る様ですが，今に立ち遅れはせ

ぬかと思はれます。但しとれは官会談です。

今一つ附言いたします。それは私が母校在勤中l乙日本各地の外科教室視察旋行にや9て

下さった事が，外園へ行って非常に参考になりました。既に日本で行はれて居る事を知ら

ないで外国へ行って感心して踊る事賓が津山あります。賓際内地放行の方が外国へ行〈よ

りも肝要の事だと思ひます。

（以上は昭和6年12月20日京都帝大築友曾館に於て開催せられたる京都外科集談合席上に於ける教

授の鋳靭講演を筆記せるものにして，筆責は編輯者にあり〉。


